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1.遺構検出状況 (B区、北から)

3.SD08遺物出土状況 4. SB14 (P31)

6. SE04

IⅢⅢ

7.柱穴 (P34) 8.SD30(A区 )南から
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1. SB03(月F育有)、 SB09・ 40(
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3.同 -9柱痕

聾 拌
譲‐

i輩■

4.同柱痕 5.同礎板
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SE08・ 09、 SD42・ 43麦労屈1犬況

2.SE09掘 方の状況
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1.SE09井 戸枠の状況

2, SD33イ青築‖犬況
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1.SD26遺物出土状況
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2 SD26遺物出土状況

5.北東端遺物出土状況

8.北東端遺物出土状況7 北東端遺物出土状況
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A区出土還物 (③、⑥は1/3、 他は1/4)○印数字は墨書土器
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B区出土遺物 (S=1/4)
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範 1け 44
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i141 甍飯観顧駐 43

B区 (一部A区 )出土遺物 (167、 89、 90は 1/2、 墨書土器は1/3、 他は1/4)
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C・ D区 出土遺物 (○印数字は墨書)
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D・ E区 出土遺物
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E区 出土遺物
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
北緯 東経

調査期間
調査面積

m
調査原因

市町村 遺跡番号

よねだだいかくいせき

米田大覚遺跡
とやましよねだまち

富山市米田町1丁 目 162019 201021

36度

44分

10秒

137度

14分

40秒

19951110

-19960731
4,600 分譲宅地造成工事

所収遺跡名 種 男町 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物

米田大覚遺跡
官衛 。

集落跡

奈良～

平安時代

掘立柱建物、

井戸、土坑、

清、道路

ピット

須恵器、土師器、土製品(土錘、メンコ(駒・碁石)、 獣脚)、 木製品

(付札状木製品 。刀形木製品・斉串・箸 。曲物・皿・下駄・井戸枠
。柱根・礎板)、 墨書土器、風字硯、陶製枡、転用硯、緑釉陶器、

灰釉陶器、石製品 (石帯・砥石・碁石)、 ガラス小玉、磨製石斧、

縄文土器片、弥生土器、青磁、中世士師器、肥前、越中瀬戸、鉄製品

要   約

掘立柱建物が32棟検出され、整然とした配列を示す。建物は凡そ 4群に分けられ、南端の 1群 に

は 5× 4間 (廂付き)建物を核として10間×2間の長舎建物などがL字形に並び、古代郡衛施設の

郡庁域と推定される。その北側にも道路遺構を隔てて東西方向に整然と棟方向を揃えて検出され、

「館」や 「厨家」の存在が考えられる。

建物群は 3時期以上の変遷が推測され、 9世紀中頃の時期を中心にした、越中国新川郡衛 (郡家)

に関連する遺構群と推測される。

208点の墨書土器や石帯、縁釉陶器、風字硯など官行的な遺物も多く出上した。
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